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駅そば
うまい・やすい・早い

三拍子

駅弁の丸政

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

お気軽にお問い合わせ下さい。
Tel 0551-36-2521

お弁当・料理を承ります。
スタッフ募集中

お待たせさせないため予約の方優先とさせていただいております

診療時間　午前9:00〜12:00
午後4:00〜  7:00

休診日　木曜、日曜、祝祭日
6/6㈯午後と10㈬は、休診です。

白井沢交差点
旧小泉小学校

◆休診日：木・日・祝日◆

AKUTSU DC

阿久津歯科医院

長坂町長坂上条 2083
Phone0551-32-2175
F a x  0551-32-7300

院長　阿久津 司郎

健康な歯を大切に健康な歯を大切に
予防歯科受付中!予防歯科受付中!

山梨県北杜市小淵沢町451
TEL 0551（36）3011（代表）
FAX 0551（36）4141
URL https://net-suzuken.com

小淵沢町で育って 58 年

スタッフ募集⬆

白州町台ヶ原 2211( 台ヶ原宿沿い )
☎ 0120-35-0518

くず粉のモチモチ水ようかん
「あんどうふピュール」

おひとつ 320円
2026年後半の
無病息災を願って
水無月　237円

「雨の日」
SONY α7Ⅲ　55mm

S:オート　F:1.8

フォトクラブこぶし　撮影：吉岡 里美

ZOOMアイ

長坂ＩＣきららシティ内

☎0551-32-8156

　

山
梨
県
内
で
活
動
す
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

新
人
研
修
会
が
５
月
19
日
、

高
根
町
の
八
ヶ
岳
コ
モ
ン
ズ
（
旧
高
根
清
里
小
学
校
）
で

開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら
任

期
１
年
目
で
20
代
〜
60
代
の

隊
員
約
20
人
が
参
加
し
た
。

講
義
や
事
例
発
表
を
通
し
て

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
隊

員
同
士
が
交
流
し
た
。

　

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
都
市
部
な
ど
か
ら
地
方

に
移
住
し
て
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
制
度
で
、
任

期
は
最
大
３
年
間
（
特
例
あ

り
）。
２
０
２
５
年
度
に
お

け
る
県
内
の
隊
員
数
は
20
自

治
体
の
１
２
２
人
で
、
北
杜

市
は
最
も
多
い
24
人
だ
っ

た
。
任
期
終
了
後
の
定
住
率

は
、
直
近
５
年
間
で
全
国
平

均
を
上
回
る
75
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
年
３
月
に
は
、
県
内
に

定
住
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て

「
や
ま
な
し
地
域
お
こ
し
協

力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設

立
し
た
。
協
力
隊
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
相
談
の
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
隊

員
の
充
実
し
た
活
動
や
定
住

に
つ
な
げ
る
と
い
う
。

　

同
日
の
新
人
研
修
会
で

は
、
活
動
に
あ
た
っ
て
財
政

措
置
の
悩
み
が
多
い
と
し

て
、
協
力
隊
制
度
の
概
要
か

ら
行
財
政
の
仕
組
み
、
活
動

費
の
使
い
方
な
ど
の
講
義
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
現
役
隊

員
に
よ
る
事
例
発
表
と
し

て
、
昨
年
４
月
か
ら
北
杜
市

観
光
協
会
に
勤
務
し
て
い
る

井
上
理
央
さ
ん
が
登
壇
。
地

域
版
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代

理
店
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
の
立
ち
上

げ
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

と
い
っ
た
業
務
内
容
を
は
じ

め
、
地
域
活
動
や
個
人
事
業

の
取
り
組
み
を
語
っ
た
。

　

市
立
中
学
校
（
甲
陵
中
を

除
く
）
８
校
を
２
校
に
統
合

す
る
計
画
を
巡
り
、
北
杜
市

議
会
が
設
置
し
た
「
統
合
中

学
校
に
か
か
る
特
別
委
員

会
」
の
第
２
回
会
合
が
、
５

月
25
日
に
開
か
れ
た
。
今
回

は
、
北
巨
摩
教
育
会
館
代
表

理
事
の
山
田
照
吾
さ
ん
を
迎

え
、
統
合
計
画
に
対
す
る
現

場
の
声
を
聞
い
た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、
昨

年
12
月
に
統
合
中
学
校
の
新

た
な
学
区
や
学
校
設
置
場
所

の
候
補
地
が
示
さ
れ
、
新
年

度
予
算
に
関
連
事
業
費
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
市

議
会
と
し
て
事
業
の
進
捗
状

況
を
適
時
に
把
握
し
て
協
議

す
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
設
置

さ
れ
た
。

　

同
日
の
会
合
で
山
田
さ
ん

は
、
峡
北
地
域
に
お
け
る
中

学
校
の
実
態
に
触
れ
な
が

ら
、
統
合
計
画
に
対
す
る
現

場
の
声
を
伝
え
た
。
学
区
の

広
域
化
に
伴
う
通
学
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
は
、「
安
全

面
や
生
徒
の
生
活
時
間
へ
の

影
響
な
ど
、
移
動
の
壁
が
教

育
の
格
差
に
な
ら
な
い
よ

う
、最
大
限
の
支
援
が
必
要
」

と
説
明
。（
写
真
）

　

ま
た
、
新
設
校
が
開
校
さ

れ
る
ま
で
の
過
渡
期
に
お
け

る
生
徒
と
教
職
員
へ
の
配
慮

の
ほ
か
、
事
務
職
員
や
養
護

教
諭
、
栄
養
教
諭
、
学
習
支

援
員
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
か
ら
の
声
を
反
映
し

　

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
困
り
ご
と
や
実
践
し

た
い
こ
と
な
ど
を
共
有
。
地

域
を
知
る
機
会
の
創
出
や
地

域
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
担
当
職

員
と
の
連
携
、
や
り
た
い
こ

と
と
や
る
べ
き
こ
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

で
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

４
月
に
北
杜
市
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
奥

西
明
子
さ
ん
（
56
）
は
、「
１

年
目
と
い
う
同
じ
目
線
に
い

る
隊
員
と
情
報
や
思
い
を
共

有
で
き
て
よ
か
っ
た
。
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

や
ま
な
し
地
域
お
こ
し
協

力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

起
業
、
就
業
な
ど
に
関
す
る

研
修
会
や
個
別
相
談
会
、
活

動
報
告
会
、
交
流
会
を
計
画

し
て
お
り
、
元
韮
崎
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
副
代
表
の
片
上
隆

三
さ
ん
は
、「
協
力
隊
の
存

在
を
広
く
地
域
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」、「
個
々
が

自
分
の
力
を
発
揮
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
」
と
話
し
て
い
る
。

た
施
設
整
備
、
部
活
動
の
地

域
移
行
の
加
速
化
な
ど
を
あ

げ
、「
中
学
校
再
編
は
、
単

な
る
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減

の
手
段
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
社
会

に
羽
ば
た
い
て
い
く
た
め
に

ど
う
い
っ
た
学
校
を
つ
く
る

の
か
と
い
っ
た
土
壌
を
再
構

築
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

課
題
を
解
決
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
学
級
数

が
も
た
ら
す
生
徒
や
教
職
員

へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
部
活

動
の
負
担
、
学
校
間
連
携
の

可
能
性
、
大
規
模
校
に
移
行

し
た
と
き
の
不
登
校
生
徒
へ

の
対
応
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
い

じ
め
の
対
策
な
ど
、
幅
広
く

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

新
人
隊
員
が
、北
杜
で
交
流

山
梨・地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研
修
会

グループディスカッションで困り事や取り組みたいことを
話し合う任期１年目の隊員たち

統
合
中
学
特
別
委
員
会

教
育
現
場
の
声
を
聞
く

https://www.net-suzuken.com/recruit
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ご来店お待ちして
おります。

㈲坂本商事
定休日：日曜日

長坂町小荒間１９７８

TEL（32）3132（有）アサカ自動車
北杜市高根町村山東割1504-1 6月の休みは、毎週日曜日

☎0551-47-3333

●
住
宅
設
備
機
器
●
冷
暖
房

●
空
調
●
給
水
●
給
湯
●
排
水
工
事

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
具

株
式
会
社　

ひ
ら
や
ま

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
五
八
一

☎（
47
）２
１
５
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
）４
５
４
８

明野町
　　男　2,085（-4）
　　女　2,147（+5）
　　計　4,232（+1）
　世帯　2,057（+3）
須玉町
　　男　2,584（+3）
　　女　2,625（-1）
　　計　5,209（+2）
　世帯　2,600（+2）
高根町
　　男　4,383（0）
　　女　4,598（-3）
　　計　8,981（-3）
　世帯　4,397（+10）

長坂町
　　男　4,226（-10）
　　女　4,461（-9）
　　計　8,687（-19）
　世帯　4,482（-4）
大泉町
　　男　2,610（+4）
　　女　2,821（+2）
　　計　5,431（+6）
　世帯　2,785（+12）
白州町
　　男　1,715（-5）
　　女　1,755（+3）
　　計　3,470（-2）
　世帯　1,777（0）

武川町
　　男　1,353（+5）
　　女　1,450（+1）
　　計　2,803（+6）
　世帯　1,333（0）
小淵沢町
　　男　2,894（+30）
　　女　2,999（+13）
　　計　5,893（+43）
　世帯　3,093（+35）
北杜市全体
　　男　21,850（+23）
　　女　22,856（+11）
　　計　44,706（+34）
　世帯　22,524（+58）

〜北杜市の人口〜（ 5 月 1 日現在）※外国人登録者含む

　

北
杜
市
は
日
本
で
一
番

山
岳
環
境
に
恵
ま
れ
た
地

域
だ
と
思
っ
て
い
る
―

―
。
約
40
年
間
、
小
学
校

教
諭
と
し
て
子
ど
も
た
ち

を
支
え
続
け
た
矢
崎
茂
男

さ
ん
（
64
）
は
、
山
に
親

し
み
、
こ
れ
ま
で
に
10
冊

の
紀
行
文
を
出
版
し
た
。

登
山
を
通
し
て
養
わ
れ
た

人
間
力
は
そ
の
教
育
活
動

に
息
づ
き
、
人
生
と
い
う

山
を
登
る
子
ど
も
た
ち
の

道
標
に
な
っ
て
き
た
。

　

須
玉
町
で
生
ま
れ
育

ち
、
高
校
時
代
は
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
。
部
活
動

に
明
け
暮
れ
る
日
々
を

送
っ
て
い
た
が
、
３
年
の

春
、
戦
後
の
貧
し
い
生
活

の
な
か
で
教
員
の
夢
を
諦

め
た
母
の
話
が
心
に
染
み

入
り
、
猛
勉
強
を
重
ね
て

山
梨
大
学
に
進
学
。
小
学

校
教
諭
と
な
っ
た
。

　

山
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は

20
歳
の
と
き
で
、
友
人
に

誘
わ
れ
て
登
っ
た
白
馬
岳

大
雪
渓
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
人

と
も
不
思
議
と
山
で
は
深

い
会
話
が
生
ま
れ
る
。「
こ

ん
な
に
も
魅
力
的
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か
」
と
、
の

め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

旧
高
根
北
小
や
須
玉

小
、
小
淵
沢
小
な
ど
、
市

内
の
学
校
に
勤
務
す
る
傍

ら
、
茅
ヶ
岳
や
瑞
牆
山
と

い
っ
た
地
元
の
山
を
中
心

に
登
り
続
け
、
人
と
の
関

係
性
や
物
事
の
捉
え
方
、

教
職
へ
の
考
え
方
に
も
変

化
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　

20
代
後
半
に
勤
務
し
て

い
た
小
学
校
で
山
の
話
を

す
る
機
会
が
あ
り
、
当
時

の
校
長
で
作
家
の
清
水
昭

三
さ
ん
か
ら
、「
情
景
が

目
に
浮
か
ぶ
の
が
す
ご
く

良
い
。
文
章
を
書
い
て
み

て
は
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
こ
と
き
っ
か
け
に
執
筆

活
動
を
開
始
。
山
で
出

会
っ
た
景
色
や
人
、
思
い

を
つ
づ
り
続
け
、
現
在
は

山
梨
文
芸
協
会
の
会
長
を

務
め
て
い
る
。

　
「
新
米
教
員

の
と
き
は
学
級

崩
壊
の
言
葉
が

頭
を
よ
ぎ
る
ほ

　
山
が
人
生
の
道
標
に

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

須
玉
町　

矢
崎 

茂
男
さ
ん

ど
四
苦
八
苦
し
た
」
と
振

り
返
る
矢
崎
さ
ん
は
、
長

い
人
生
の
な
か
で
「
山
に

あ
る
決
意
を
促
す
力
」
に

何
度
も
背
中
を
押
さ
れ
て

き
た
。
悩
み
を
抱
え
る
児

童
を
誘
っ
て
登
山
を
し
た

こ
と
も
あ
り
、
定
年
退
職

後
は
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
登
山
ガ
イ
ド
も
行
っ

て
い
る
。「
元
気
な
う
ち

は
何
度
で
も
山
に
会
い
に

行
き
た
い
」。

白
はくしゅうじゃり

州砂利

25㎜  1㎥ 6,000円（税別）

10㎜  1㎥ 7,000円（税別）

株式会社　スリーナイン
北杜市白州町上教来石 1161

☎ 0551-20-4624

明治神宮に奉納する玉砂利と
同じ流域の白御影砕石です。

◆軽トラへの販売可。
　１台 4,000 〜 5,000 円（税込）
◆配達可（有料）2t 車、10t 車
　お問い合わせください。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
と
甲
武
信
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
２
つ
の
エ

コ
パ
ー
ク
を
有
す
る
北
杜
市

で
、
５
月
に
両
エ
コ
パ
ー
ク

の
北
杜
市
地
域
連
絡
会
総
会

が
開
か
れ
、
２
０
２
５
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
、
26
年

度
事
業
計
画
案
の
予
算
案
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
地
域
連
絡
会
（
長

坂
正
会
長
）
の
総
会
は
、
５

月
19
日
に
武
川
町
の
甲
斐
駒

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
で
開
か

れ
、約
40
人
の
会
員
が
出
席
。

長
坂
会
長
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
事
業
を
展
開

し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

25
年
度
事
業
の
報
告
で

は
、
中
山
展
望
台
周
辺
の
環

境
整
備
や
日
向
山
で
の
登
山

道
整
備
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
実
施
、
民
謡
・
民
話
を
楽

し
む
会
や
地
元
企
業
を
迎
え

た
森
林
保
全
の
講
演
会
の
ほ

か
、
地
元
小
学
校
へ
の
登
山

ガ
イ
ド
の
派
遣
、
大
武
川
で

の
水
生
生
物
調
査
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
26
年
度
の
事
業
計

画
案
に
お
い
て
は
、
エ
コ

パ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
や
多

く
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
環

境
保
全
活
動
の
推
進
、
文
化

や
伝
統
を
継
承
で
き
る
人
材

育
成
を
掲
げ
、
５
カ
年
の
精

進
ヶ
滝
整
備
事
業
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

　

甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
地
域
連
絡
会
（
五
味

力
会
長
）
の
総
会
は
、
５
月

22
日
に
明
野
総
合
支
所
で
開

か
れ
、
五
味
会
長
は
事
業
に

取
り
組
む
中
で
、
新
住
民
の

人
た
ち
の
関
心
が
高
い
こ
と

を
紹
介
し
、「
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
い
て
、
後
世
に
残

る
よ
う
携
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
25
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
に
続
い
て
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
五
味

会
長
が
留
任
し
た
ほ
か
、
新

し
い
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

任
期
は
26
年
７
月
か
ら
28
年

６
月
ま
で
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、
環

境
部
会
、
文
化
・
教
育
部

会
、
産
業
観
光
部
会
の
各
部

会
で
、
美
化
活
動
や
史
跡
ツ

ア
ー
、
市
民
向
け
広
報
物
の

作
成
な
ど
の
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
予
算
案
を
承
認
し
た
。

　

専
門
家
の
鑑
定
士
が
依
頼

品
を
見
て
真
偽
を
確
か
め
る

と
と
も
に
、
鑑
定
品
の
金
銭

的
な
価
値
も
紹
介
す
る
人
気

テ
レ
ビ
番
組
「
開
運
な
ん
で

も
鑑
定
団
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

の
「
出
張
な
ん
で
も
鑑
定
団

in
北
杜
」
が
８
月
23
日
、
北

杜
市
で
予
定
さ
れ
、現
在「
あ

な
た
の
お
宝
大
募
集
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
出
張
な
ん
で
も
鑑

定
団
」
は
、
２
０
０
９
年
９

月
３
日
に
北
杜
市
で
開
催
さ

れ
、
掛
け
軸
や
絵
画
、
銅
像

な
ど
を
鑑
定
し
た
。
今
回
18

年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
市
の
秘
書
広
報
課

で
は
、「
公
共
施
設
に
置
い

て
あ
る
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
ほ
し

い
。
市
外
の
方
に
も
応
募
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

鑑
定
出
場
申
し
込
み
用
紙

で
は
「
美
術
品
か
ら
、
お
菓

子
の
お
ま
け
や
お
も
ち
ゃ
ま

で
『
な
ん
で
も
』」
と
募
集

品
目
は
幅
広
く
、
鑑
定
品
目

は
何
点
で
も
可
。
手
に
入
れ

た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
鑑

定
を
依
頼
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
、
代
々
伝
わ
る
家

宝
の
由
来
な
ど
を
明
記
し
、

写
真
を
貼
付
す
る
。

　

募
集
期
限
は
６
月
30
日

（
当
日
消
印
有
効
）
で
、
市

の
秘
書
広
報
課
で
受
け
付
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

42
・
１
１
６
１
か
、
北
杜
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

　

バ
レ
エ
演
目
「
白
鳥
の

湖
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
清

里
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
レ
エ
35
回

記
念
ウ
イ
ス
キ
ー
」
が
、
５

月
21
日
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の

蒸
留
酒
コ
ン
ペ（
Ｔ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）

洋
酒
部
門
で
、「
最
高
金
賞
」

を
受
賞
し
た
。
昨
年
の
「
清

里
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
レ
エ
34
回

記
念
ウ
イ
ス
キ
ー
」
が
初
の

ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選

ば
れ
た
の
に
次
い
で
２
度
目

の
入
賞
。（
写
真
）

　

今
回
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
２

０
２
４
年
夏
に
開
催
さ
れ
た

第
35
回
清
里
フ
ィ
ー
ル
ド
バ

レ
エ
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た

も
の
で
、
日
本
を
代
表
す
る

ブ
レ
ン
ダ
ー
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

ウ
イ
ス
キ
ー
」
の
肥
土
伊
知

郎
氏
が
手
が
け
て
い
る
。
７

０
０
㍉
㍑
52
度
で
、
５
０
０

本
限
定
。
税
込
価
格
は
５
万

５
０
０
０
円
（
木
箱
入
り
７

万
７
０
０
０
円
）。

　

Ｔ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
は
「
東
京
ウ
イ

ス
キ
ー
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

の
略
で
、
今
回

で
８
回
目
の
開

催
。
洋
酒
部
門

に
は
５
９
４
ア

イ
テ
ム
、
焼
酎
・

泡
盛
部
門
１
８

９
ア
イ
テ
ム
の
計
７
８
３
ア

イ
テ
ム
が
参
加
し
て
い
る
。

　

現
在
、「
35
回
記
念
ウ
イ

ス
キ
ー
」
の
販
売
は
終
了
し

て
い
る
が
、受
賞
を
記
念
し
、

同
社
ホ
テ
ル
ハ
ッ
ト
・
ウ

オ
ー
ル
デ
ン
の
宿
泊
プ
ラ
ン

や
同
ホ
テ
ル
内
の
バ
ー
パ
ー

チ
で
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
清
里
フ
ィ
ー
ル
ド

バ
レ
エ
36
回
記
念
ウ
イ
ス

キ
ー
の
準
備
も
進
め
て
い

る
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
す
る
。

お
宝
あ
り
ま
せ
ん
か
？

お
宝
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｔ
Ｖ
鑑
定
団
18
年
ぶ
り
に
開
催

エ
コ
パ
ー
ク
の
知
名
度
向
上
へ

南
ア
・
甲
武
信
地
域
連
絡
会
が
総
会

Ｔ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
、２
年
連
続
入
賞

バ
レ
エ
ウ
イ
ス
キ
ー
最
高
金
賞

南アルプス地域連絡会の総会（上）と
甲武信地域連絡会の総会（下）



（３）２０２６年６月１日 第　７６４　号

い
う
日
本
人
の
生
き
方
の
原

型
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

約
１
５
０
年
前
の
産
業
革

命
以
降
、
人
類
は
科
学
技
術

（Science

・Technology

・

Engineering

・

M
athem

atics

）

のS

・T

・E

・M

の
力
で
文
明
を
急

速
に
発
展
さ
せ
、

そ
の
結
果
、
自
然

を
破
壊
し
、
地
球

は
温
暖
化
へ
と
急

速
に
進
ん
で
い

る
。
今
の
人
間
社

会
に
は
「
金
だ

け
・
今
だ
け
・
自

分
だ
け
」
の
哲
学

が
ま
ん
延
し
て
お

り
、
資
本
主
義

「STEMPER

」

　

今
私
が
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
土
地
に
暮
ら
し
、

こ
の
土
地
を
愛
す
る
人
た
ち

が
自
分
た
ち
の
目
で
見
て
、

こ
の
地
を
足
で
歩
い
て
、
そ

し
て
頭
で
考
え
抜
い
た
ひ
と

つ
の
「
夢
の
設
計
図
」
だ
。

現
在
冊
子
に
ま
と
め
て
い
る

の
で
機
会
が
あ
っ
た
ら
読
ん

で
も
ら
い
た
い
。
そ
の
一
端

を
紹
介
す
る
。

　

北
杜
市
は
、
日
本
人
が

１
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平

和
に
暮
ら
し
た
縄
文
時
代
の

中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
富
士

山
と
八
ヶ
岳
の
懐
に
抱
か
れ

た
こ
の
土
地
に
は
、
太
古
か

ら
「
自
然
と
共
生
す
る
」
と

（Capitalism

）
も
、
民
主

主
義
（Democracy

）
も
、

社
会
主
義（Socialism

）も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
限
界
を
露
呈
し

て
い
る
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
文
明
に

は
科
学
技
術
（S

・T

・E

・

M
）
に
、
芸
術
（Art

）、
哲

学
（Philosophy

）、
宗
教

（Religion
）
を
加
え
た
、

す
な
わ
ちA
・P
・R
を
統

合
し
て
「STEM

PER
」
の

発
想
が
必
要
だ
と
提
唱
し
た

い
。（
イ
メ
ー
ジ
画
像
：
多

田
朱
利
さ
ん
提
供
）

日
本
を
め
ざ
す
外
国
人

　

２
０
２
５
年
の
訪
日
外
国

人
観
光
客
は
４
０
０
０
万

人
を
超
え
、
10
年
後
に
は

６
０
０
０
万
人
に
達
す
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
や
世
界

中
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る

人
の
数
は
２
０
０
０
万
人
を

超
え
て
お
り
、
し
ば
ら
く
す

る
と
年
間
５
〜
６
０
０
０
万

人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
外
国
の
人
た
ち
は
日
本

の
文
化
や
食
、
自
然
、
精
神

性
、
ア
ニ
メ
、
工
芸
な
ど
に

関
心
が
高
く
、
か
つ
て
な
い

ほ
ど
の
日
本
ブ
ー
ム
が
到
来

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

最
近
の
旅
行
業
界
で
は
高

級
感
を
表
現
す
る
ス
タ
イ
ル

「
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
・
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
（
静
か
な
贅
沢
）」

と
い
う
富
裕
層
旅
行
者
が
増

え
て
い
る
。
彼
ら
が
求
め
て

い
る
の
は
、
商
業
化
さ
れ
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
な

く
、
本
物
の
職
人
と
の
一
対

一
の
出
会
い
、
そ
し
て
そ
の

土
地
の
歴
史
と
精
神
性
に
触

れ
る
体
験
だ
。
ま
さ
に
北
杜

市
の
持
つ
資
源
そ
の
も
の
な

の
だ
。「

温
故
知
新
」

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
静
岡

県
裾
野
市
に
建
設
し
て
い

るW
oven City

（
ウ
ー
ブ

ン
シ
テ
ィ
）
は
、
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
実
装
す
る

未
来
都
市
の
実
験
場
で
、
Ａ

Ｉ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
自
動

運
転
─
─
と
、
こ
の
町
を
最

先
端
の
都
市
の
先
取
り
と
す

る
な
ら
ば
、
北
杜
市
は
「
金

だ
け
・
今
だ
け
・
自
分
だ
け
」

の
自
分
の
中
の
過
剰
な
科
学

技
術
文
明
の
落
と
し
子
と
し

て
の
都
市
で
は
な
く
、
自
然

や
人
間
同
士
が
や
さ
し
く
触

れ
合
う
空
間
の「
ザ
・
キ
ャ
ッ

シ
ャ
ー
※
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
し

て
、「
温
故
知
新
」
の
世
界

の
象
徴
都
市
に
進
む
べ
き
だ

ろ
う
。豊

か
な
水
の
地

　

北
杜
市
は
日
本
名
水
百

選
の
地
。
第
１
の
名
水
は

「
八
ヶ
岳
南
麓
高
原
湧
水
群
」

で
、
三
分
一
湧
水
、
大
滝
湧

水
、
女
取
湧
水
な
ど
、
標
高

約
１
０
０
０
㍍
付
近
の
湧
水

群
。
第
２
の
名
水
は「
白
州
・

尾
白
川
」。
南
ア
ル
プ
ス
甲

斐
駒
ヶ
岳
を
源
流
と
し
、
花

崗
岩
の
地
層
を
通
過
し
て
磨

か
れ
た
水
で
あ
る
。
こ
の
水

が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
ら

れ
、
日
本
各
地
に
送
ら
れ
て

い
る
。

　

第
３
の
名
水
は
日
本
百
名

山
に
数
え
ら
れ
る
２
つ
の
霊

山
を
源
流
と
し
、
白
樺
林
や

唐
松
林
の
中
を
縫
う
よ
う
に

流
れ
る
「
金
峰
山
・
瑞
牆
山

源
流
」
だ
。

縄
文
か
ら
の
共
生

　

１
万
３
０
０
０
年
の
平

和
。
こ
れ
は
人
類
史
上
に
類

を
見
な
い
記
録
で
あ
る
。
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
も
エ
ジ
プ
ト

も
、
数
１
０
０
０
年
の
う
ち

に
何
度
も
戦
争
と
崩
壊
を
繰

り
返
し
た
。
な
ぜ
縄
文
人
は

そ
れ
ほ
ど
長
い
平
和
を
維
持

で
き
た
の
か
。
そ
の
謎
を
解

く
鍵
の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
地

域
の
自
然
環
境
に
あ
る
。

　

縄
文
遺
跡
を
世
界
遺
産
級

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
整
備

し
、「
平
和
の
聖
地
」
と
し

て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
は
、
ザ
・
キ
ャ
ッ
シ
ャ
ー

　

※
「
ザ
・
キ
ャ
ッ
シ
ャ
ー

シ
テ
ィ
」
の
語
源
は
、Total 

Integration Zone

（
ト
ー

タ
ル
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゾ
ー
ン
）、Healthcare 

Zone

（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ゾ
ー
ン
）、

Education Zone

（
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
）

　

Culture Zone

（

カ

ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
）、

Agriculture Zone

（

ア

グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
）、

Sightseeing Zone

（

サ

イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ
ゾ
ー
ン
）、

Heritage Zone

（
ヘ
リ
テ
ー

ジ
ゾ
ー
ン
）、（Integration 

に
内
包
）、Entertainm

ent 
Zone

（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
ゾ
ー
ン
）、Residence 

Zone

（
レ
ジ
デ
ン
ス
ゾ
ー
ン
）

と
い
う
設
計
で
、
も
う
一
つ
の

意
味
と
し
て
、
文
字
通
り
「
お

金
を
生
む
」こ
と
も
含
ま
れ
る
。

ビ
レ
ッ
ジ
の
歴
史
的
な
遺
産

文
化
的
資
産
と
し
て
中
核
を

な
す
構
想
で
あ
る
。
縄
文
時

代
か
ら
弥
生
時
代
、
そ
し
て

大
和
朝
廷
の
時
代
へ
、
日
本

人
の
精
神
文
化
に
は
、
一
貫

し
た
「
自
然
と
共
生
す
る
」

と
い
う
生
き
方
の
原
型
が
あ

る
か
ら
だ
。　
　
（
つ
づ
く
）

市
の
未
来
予
想
図
の
実
現
①

㈱
人
間
と
科
学
の
研
究
所
　
飛
岡
　
健

　
「
一
般
社
団
法
人
八
ヶ
岳

終
活
ク
ラ
ブ
」（
石
川
和
男

代
表
理
事
）
で
は
、
５
月
20

日
、
長
坂
町
の
日
野
春
学
舎

（
旧
日
野
春
小
学
校
）
を
会

場
に
し
て
、「
終
活
カ
フ
ェ
」

を
開
い
た
。
今
回
は
、「（
買

い
取
り
）
業
者
に
電
話
し
て

来
て
も
ら
う
の
が
不
安
」
と

い
う
声
か
ら
、
出
張
買
い
取

り
事
業
を
行
っ
て
い
る
「
買

取
マ
ク
サ
ス
山
梨
甲
府
支

店
」（
甲
府
市
）
を
迎
え
て
、

買
い
取
り
や
不
用
品
回
収
に

つ
い
て
な
ど
、
現
場
の
話
を

聞
い
た
。（
写
真
）

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
い

て
い
る
「
終
活
カ
フ
ェ
」
は
、

毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
開
い

て
い
る
も
の
で
、「
相
続
税

対
策
に
つ
い
て
」
や
「
不
動

産
売
却
に
つ
い
て
」、「
遺
言

書
を
作
成
し
て
み
て
」、「
介

護
申
請
に
つ
い
て
」
な
ど
、

専
門
家
や
経
験
者
を
迎
え
て

話
を
聞
い
て
い
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
家

の
中
の
処
分
や
買
い
取
り
に

つ
い
て
専
門
業
者
の
人
か
ら

話
を
う
か
が
う
」
で
、「
最

近
不
用
品
回
収
の
チ
ラ
シ
が

よ
く
入
る
け
ど
、
ど
ん
な
人

が
来
る
の
か
不
安
」
や
「
処

分
し
た
い
物
は
何
で
も
い
い

の
か
」、「
い
く
ら
で
引
き

取
っ
て
も
ら
え
る
の
か
」
と

い
う
疑
問
に
答
え
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
７
人
が
参
加
す

る
な
か
、
同
社
山
梨
甲
府
支

店
の
池
田
育
磨
店
長
は
、「
処

分
に
困
っ
て
い
る
も
の
を
１

度
見
せ
て
下
さ
い
と
い
う
の

が
私
た
ち
か
ら
の
提
案
で

す
」
と
話
し
始
め
、
余
裕
を

持
っ
た
時
間
設
定
や
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
に
よ
っ
て
取
り
引

き
が
難
し
い
も
の
、
テ
レ
ビ

や
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
な
ど

の
大
型
家
電
に
つ
い
て
は
リ

サ
イ
ク
ル
預
託
金
が
発
生
す

る
こ
と
の
ほ
か
、
大
型
家
具

は
移
動
や
廃
棄
に
費
用
が
必

要
な
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
を
利
用
し
て

家
庭
の
中
の
不
用
品
を
処
分

し
た
経
験
者
は
「
新
品
の
も

の
、
使
っ
て
い
て
全
然
壊
れ

て
い
な
い
も
の
、
そ
れ
を
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

か
に
持
っ
て
い
く
の
は
忍
び

な
い
。
ご
み
と
し
て
処
理
さ

れ
る
わ
け
で
、
形
が
あ
る
も

の
は
、
使
っ
て
も
ら
え
た
ら

あ
り
が
た
い
」
と
業
者
を
選

ん
だ
経
緯
を
話
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者

か
ら
は「
着
物
」や「
人
形
」、

「
陶
芸
品
」、「
カ
メ
ラ
や
時

計
は
」、「
お
酒
は
」
と
次
々

と
質
問
が
上
が
り
、
事
業
者

は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

■
図
書
館
de
落
語
会

　

６
月
28
日
、
長
坂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
「
図

書
館
de
落
語
会
」が
開
か
れ
る
。

出
演
は
ヒ
ョ
ロ
ビ
リ
ー
ズ
、
酔

亭
化
枝
、
参
遊
亭
小
遊
、
参
遊

亭
遊
若
、
ぽ
ん
ぽ
ん
亭
遊
月
が

出
演
す
る
。
午
後
１
時
開
場
。

参
加
無
料
で
要
予
約
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
32
・
８
２
２
８
ま
で
。

■
武
川
衆
と
柳
沢
親
子

　

む
か
わ
図
書
館
桜
さ
く
ら
の

会
で
は
、
６
月
20
日
に
「
郷
土

の
誇
り
武
川
衆
と
柳
沢
吉
保
・

吉
里
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
予
定
し
て
い
る
。
講
師
は

山
梨
こ
と
ば
の
会
顧
問
の
小
林

是
綱
さ
ん
で
、
定
員
は
40
人
で

要
予
約
。
会
場
は
武
川
町
の
甲

斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
。
午

後
１
時
開
場
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
20
・
３
０
１
９
ま
で
。

■
リ
ュ
ウ
ウ
ェ
イ
絵
画
展

　

高
根
町
の
ギ
ャ
ル
リ
イ
グ
レ

グ
八
が
岳
で
、
６
月
６
日
〜
８

日
ま
で
、「
劉
薇
（
リ
ュ
ウ
ウ
ェ

イ
）
絵
画
展
」
が
開
か
れ
る
。

６
日
は
「
空
と
絵
の
あ
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
予

定
し
て
お
り
午
後
１
時
30
分
開

演
。
入
場
料
３
０
０
０
円
。
要

予
約
。
詳
し
く
は
☎
０
８
０
‐

６
５
３
１
‐
３
１
３
１
ま
で
。

■
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
生
募
集

　

北
杜
市
明
野
多
目
的
屋
内
運

動
場
で
は
、
入
門
者
向
け
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
を
開
い
て
い
る
。

見
学
や
無
料
体
験
あ
り
。
対
象

は
ジ
ュ
ニ
ア
（
高
校
生
以
下
）

か
ら
社
会
人
ま
で
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
25
・
１
５
３
０
ま
で
。

■
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　

６
月
19
日
、
須
玉
町
の
す
た

ま
森
の
図
書
館
で
、
大
人
の
た

め
の
朗
読
会
「
や
ま
び
こ
」
が

開
か
れ
る
。
出
演
は
朗
読
サ
ー

ク
ル
ゆ
ず
っ
こ
の
会
で
、「
桜

桃
」（
太
宰
治
作
）
な
ど
を
朗

読
す
る
。午
後
１
時
30
分
開
会
。

詳
細
は
☎
42
・
１
３
７
４
ま
で
。

■
学
習
講
演
会

　

６
月
４
日
、
長
坂
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、「
中
学

統
合
と
お
金
」（
北
杜
の
教
育
・

中
学
統
合
を
考
え
る
会
の
主

催
）
と
題
し
た
学
習
講
演
会
が

開
か
れ
る
。
講
師
は
立
命
館
大

学
名
誉
教
授
の
平
岡
和
久
さ
ん

で
、
入
場
は
無
料
。
午
後
２
時

開
会
。
詳
細
は
☎
０
９
０
‐
１

４
３
０
‐
３
７
４
３
ま
で
。

■
苔
の
観
察
会

　

八
ヶ
岳
自
然
ク
ラ
ブ
で
は
、

６
月
24
日
に
「
苔
の
観
察
会
〜

小
さ
な
苔
の
世
界
を
覗
い
て
み

よ
う
」
を
開
く
。
午
前
９
時
に

サ
ン
メ
ド
ウ
ズ
清
里
駐
車
場
に

集
合
。参
加
費
７
０
０
円
。ル
ー

ペ
や
虫
眼
鏡
な
ど
携
行
推
奨
。

詳
し
く
は
☎
０
９
０
‐
５
７
８

４
‐
４
７
７
１
（
佐
藤
）
ま
で
。

■
つ
が
ね
青
空
市

　

須
玉
町
の
三
代
校
舎
ふ
れ
あ

い
の
里
校
庭
を
会
場
に
し
た

「
つ
が
ね
青
空
市
」
が
、
６
月

28
日
に
開
催
さ
れ
る
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
農
産
物
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な

ど
約
30
店
を
予
定
し
、
出
店
者

の
募
集
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
募
っ
て
い
る
。
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
20
・
７
１
０
０
ま
で
。

■
フ
ー
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　

明
野
図
書
館
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

は
６
月
18
日
、
北
杜
の
里
の
ホ

ン
ト
の
自
然
「〝
フ
ー
ド
・
フ
ォ

レ
ス
ト
〟
っ
て
知
っ
て
ま
す

か
？
」
と
題
し
た
講
演
会
を
明

野
総
合
会
館
で
開
く
。
講
師
は

カ
ミ
ー
ノ
ナ
ト
ラ
ル
ラ
ボ
を
主

宰
す
る
上
原
寿
香
さ
ん
で
、
午

後
１
時
30
分
開
場
。
参
加
無
料

で
定
員
は
20
人
。
要
予
約
。
詳

し
く
は
☎
25
・
３
２
８
５
ま
で
。

に
よ
っ
て
値
段
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
一
般
廃
棄
物

と
し
て
処
分
で
き
な
い
も

の
、
廃
棄
す
る
場
合
に
は
費

用
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。「
終
活
カ
フ
ェ
」

の
予
定
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
。

　

本
紙
と
共
同
で
「
八
ヶ
岳

高
原
文
学
賞
」
を
運
営
す
る

「
株
式
会
社
共
立
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
の
代
表
・

高
野
雅
裕
さ
ん
が
編
集
者
生

活
約
40
年
の
思
い
を
ま
と
め

た
「
売
れ
な
い
本
で
も
生
き

残
る
〜
地
方
で
小
さ
な
出
版

社
を
続
け
る
理
由
」
を
ア
マ

ゾ
ン
か
ら
出
版
し
た
。

　

こ
の
本
は
Ｂ
６
版
の
50
㌻

の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で
、
価

格
は
税
込
み
１
１
０
０
円
。

「
な
ぜ
、八
ヶ
岳
南
麓
で
『
編

集
』
と
い
う
仕
事
を
続
け
て

い
る
の
か
」
や
「
売
れ
な
い

本
、
心
に
残
る
本
」、「
地
方

と
出
版
の
狭
間
で
」
な
ど
、

５
章
で
構
成
し
て
い
る
。

　

同
書
の
は
じ
め
に
で
は
、

「
誰
か
が
言
葉
や
文
章
と
向

き
合
い
、
そ
れ
を
本
に
し
て

み
た
い
と
思
う
と
き
に
、
ほ

ん
の
少
し
だ
け
、
そ
の
背
中

を
押
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら

…
…
。
そ
れ
が
、
私
に
と
っ

て
編
集
者
の
役
割
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
心
の
内

を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
体

験
や
感
じ
た
こ
と
、
思
い
な

ど
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

高
野
さ
ん
は
本
紙
の
取
材

に
「
65
歳
に
な
っ
て
、
42
年

間
の
編
集
者
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
る
。
本
は
ア
マ
ゾ
ン
サ

イ
ト
内
で
著
者
の
名
前
で
検

索
す
る
か
、
本
の
タ
イ
ト
ル

で
検
索
す
る
。（
写
真
）

テーマ決め終活相談
八ヶ岳終活クラブ

40
年
の
編
集
者
人
生

小
冊
子
に
ま
と
め
る

https://shuukatsu-club.org
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地
球
上
の
野
生
生
物
の
絶

滅
が
加
速
す
る
な
か
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
陸
域
と
海
域

の
30
％
以
上
を
健
全
な
生
態

系
と
し
て
保
全
す
る
国
際
目

標
「
30 

by 

30
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
目
標
の
達

成
に
向
け
、
国
は
23
年
、
民

間
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
取

り
組
み
を
後
押
し
し
よ
う

と
、
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
制

度
を
設
立
し
た
。

　

萌
木
の
村
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ガ
ー
デ
ン
ズ
（
約
３
万
２
０

０
０
平
方
㍍
）
は
、
25
年
２

月
に
認
定
を
受
け
た
。
10
年

以
上
か
け
て
整
備
し
た
ガ
ー

デ
ン
は
、
完
全
無
農
薬
、
無

化
学
肥
料
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
希
少
な
自
生
種
や
園
芸

種
な
ど
７
０
０
種
類
を
超
え

る
植
物
が
共
存
す
る
ほ
か
、

多
様
な
昆
虫
が
生
息
す
る
。

　

一
方
、
八
ヶ
岳
倶
楽
部
の

森
（
４
３
０
０
平
方
㍍
）
は
、

昨
年
の
12
月
に
認
定
さ
れ

た
。
俳
優
の
故
柳
生
博
さ
ん

が
約
40
年
前
に
手
入
れ
を
始

め
た
森
で
、
在
来
植
物
の
保

護
や
せ
ん
定
、
下
草
刈
り
な

ど
で
環
境
を
保
全
し
、
１
７

０
種
類
以
上
の
在
来
植
物
や

57
種
の
鳥
類
、
29
種
の
昆
虫

な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

　

こ
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
で

の
体
験
を
通
し
て
、
自
然
へ

の
親
し
み
や
生
物
多
様
性
の

重
要
性
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
両
所
で
は
５
月
16
日
、

一
般
参
加
者
を
迎
え
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

敷
地
内
の
固
定
ル
ー
ト
を
歩

き
な
が
ら
見
つ
け
た
動
植
物

を
記
録
す
る
も
の
で
、
市
内

外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
が
参

加
し
た
。

　

八
ヶ
岳
倶
楽
部
の
森
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
た
写
真
か
ら
動
植
物
の

名
前
が
分
か
る
ア
プ
リ
「
ア

イ
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
を
活

用
し
て
調
査
を
実
施
。
参
加

者
は
森
の
中
を
歩
き
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
を
撮
影

し
、カ
タ
ク
リ
や
チ
ゴ
ユ
リ
、

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
リ
ョ
ウ
ブ

な
ど
の
植
物
の
ほ
か
、
鳴
き

声
で
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
や
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
と
い
っ
た
鳥
も

確
認
し
た
。

　

ま
た
、
萌
木
の
村
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
ズ
で

は
、
武
田
の
杜
保
健
休
養
林

所
長
の
村
山
力
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
開
催
。
虫
取
り
網

で
蝶
な
ど
の
昆
虫
を
採
集
し

た
り
、
鳥
の
営
巣
な
ど
を
観

察
し
た
。
夜
に
は
、
人
間
の

耳
に
は
聞
こ
え
な
い
コ
ウ
モ

リ
の
超
音
波
を
可
聴
音
に
変

換
す
る
装
置
「
バ
ッ
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
」
を
使
っ
て
調
査

を
行
い
、
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ

と
い
っ
た
種
を
発
見
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
両
所
が
協
力

し
て
、
５
月
29
日
に
企
業
向

け
の
「
自
然
共
生
サ
イ
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
」
を
初

め
て
企
画
し
た
ほ
か
、
萌
木

の
村
で
は
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ガ
ー
デ
ン
マ
ン
ス
」
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
６
月
21
日
ま

で
開
催
し
、
八
ヶ
岳
周
辺
に

あ
る
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
マ
ル

シ
ェ
、
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
な

　

生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
を
環
境
省
が
認
定
す
る
「
自
然
共

生
サ
イ
ト
」。
北
杜
市
内
で
は
、
高
根
町
の
萌
木
の
村
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
ズ

Ｍ
Ｏ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
と
大
泉
町
の
八
ヶ
岳
倶
楽
部
の
森
の
２
カ
所
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
５
月
、
両
所
で
は
参
加
型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

萌
木
の
村
の
舩
木
功
さ
ん

は
、「
萌
木
の
村
と
八
ヶ
岳

倶
楽
部
は
多
く
の
人
が
訪
れ

る
観
光
地
で
、
こ
の
場
所
に

自
然
共
生
サ
イ
ト
が
あ
る
こ

　

明
野
町
浅
尾
の
高
台
を
舞

台
に
し
て
、
約
40
万
本
の
ヒ

マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る
夏
恒
例

の
「
北
杜
市
明
野
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
」
に
向
け
、
５

月
23
日
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
苗
植

え
が
行
わ
れ
、
サ
ン
フ
ェ
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
や
同
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
、
大
柴
邦
彦
市
長

な
ど
約
40
人
が
参
加
し
た
。

　

同
日
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

一
部
の
約
１
㌶
の
畑
で
作
業

を
実
施
。
参
加
者
た
ち
は
横

一
列
に
並
び
、
多
輪
咲
き
の

ヒ
マ
ワ
リ
「
サ
ン
フ
ィ
ニ

テ
ィ
」
の
苗
を
紐
の
目
印
に

沿
っ
て
１
本
１
本
丁
寧
に
手

植
え
し
た
。（
写
真
）

　

韮
崎
市
か
ら
参
加
し
た
サ

ン
フ
ェ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
千

田
茉
帆
さ
ん
（
19
）
は
、「
み

ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
作
業

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
自

分
た
ち
の
植
え
た
苗
が
成
長

し
て
い
く
過
程
を
見
れ
る
の

で
、
よ
り
サ
ン
フ
ェ
ス
に
愛

着
が
わ
く
」
と
い
い
、
浜
上

心
舞
さ
ん
（
19
）
は
、「
今

ま
で
観
光
客
と

し
て
参
加
し
て

い
た
イ
ベ
ン
ト

に
『
作
り
手
』

と
し
て
携
わ
る

こ
と
が
出
来
て

う
れ
し
い
。
開

花
が
楽
し
み
で

す
」
と
語
っ
た
。

こ
の
サ
ン

フ
ェ
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
は
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
取

り
組
み
で
、
今

年
は
市
内
外
か
ら
12
人
が
参

加
。
観
光
客
に
参
加
型
で
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
や
実
行
委
員
の
高
齢
化

に
伴
う
人
手
不
足
の
解
消
を

目
的
に
し
て
い
る
。

　

サ
ン
フ
ェ
ス
は
、
例
年
通

り
７
月
中
旬
か
ら
開
催
す
る

予
定
で
、
今
後
の
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
動
は
、
草
刈
り
や

咲
き
終
わ
っ
て
枯
れ
た
花
の

摘
み
取
り
作
業
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

　

市
観
光
課
で
は
、「
順
調

に
育
っ
て
も
ら
い
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
景
色
と
と
も
に

ヒ
マ
ワ
リ
の
花
を
多
く
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

桜
守
と
し
て
活
動
す
る

武
川
町
の
三
枝
基
治
さ
ん

（
76
）
が
５
月
15
日
、
宇
宙

神
代
桜
の
子
桜
を
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地

に
「
き
ぼ
う
の
桜
」

と
し
て
寄
贈
す
る

た
め
、
種
の
採
取

を
行
っ
た
。

　

宇
宙
神
代
桜

は
、
２
０
０
８

年
に
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
日

本
実
験
棟
「
き
ぼ

う
」
に
乗
っ
て
、

約
８
カ
月
間
宇
宙

を
遊
泳
し
た
山
高

神
代
桜
（
実
相
寺
）

の
種
か
ら
発
芽
し
た
も
の

で
、
三
枝
さ
ん
は
16
年
か
ら

取
り
木
に
よ
る
宇
宙
神
代
桜

を
自
身
の
畑
で
育
成
し
て
い

る
。

　

こ
の
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
一
般
財
団
法
人
ワ
ン

ア
ー
ス
（
長
谷
川
洋
一
代
表

理
事
）が
企
画
し
た
も
の
で
、

三
枝
さ
ん
は
同
法
人
の
顧
問

を
務
め
て
お
り
、
約
10
年
前

か
ら
は
被
災
地
復
興
を
願
う

「
き
ぼ
う
の
桜
計
画
」
と
し

て
、
約
30
本
の
宇
宙
神
代
桜

の
子
桜
を
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
寄
贈
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
支
援
を
目
的

に
、
10
年
ぶ
り
に
種
の
採
取

を
行
っ
た
。
桜
の
花
び
ら
が

散
っ
た
あ
と
の
熟
し
た
実
を

丁
寧
に
摘
み
取
り
、
１
６
１

粒
を
集
め
た
ほ
か
、
約
20
年

前
に
神
代
桜
の
種
か
ら
育
て

た
子
桜
か
ら
も
２
６
３
粒
の

種
を
採
取
し
た
。（
写
真
）

　

三
枝
さ
ん
に
よ
る
と
、
種

の
発
芽
は
来
年
の
３
月
ご
ろ

で
、
発
芽
率
は
約
１
割
の
見

込
み
。「
苗
木
に
な
る
ま
で

は
３
年
ほ
ど
か
か
る
。
丁
寧

に
栽
培
し
、
き
ぼ
う
の
桜
と

し
て
能
登
半
島
に
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

移
住
者
交
流
会
に
集
っ
た

仲
間
た
ち
が
、
地
域
で
出

合
っ
た
「
素
敵
な
お
店
」
の

魅
力
を
広
く
知
っ
て
ほ
し
い

と
企
画
し
た
「
小
淵
沢

や
う
や
う
市
」
が
、
６

月
６
日
に
小
淵
沢
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
開
か
れ
る
。

　

こ
の
や
う
や
う
市
は
、
移

住
者
交
流
会
を
機
に
発
足
し

た
同
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
も
の
で
、
個
性
豊
か
な

「
お
す
す
め
店
」
が
集
う
マ

ル
シ
ェ
を
通
し
て
地
域
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
た
い

と
、
昨
年
４
月
に
初
め
て
開

催
し
た
。（
写
真
）

　

４
回
目
の
今
回
は
よ
り
広

い
会
場
に
変
更
し
、
約
40
の

出
店
を
予
定
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
は
じ
め
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
や
焼
き
菓
子
、
パ
ン

の
販
売
の
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
靴
や
人
形
劇
、
ド

ロ
ー
ン
体
験
な
ど
が
あ
り
、

音
楽
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長

の
篠
鉄
平
さ
ん
は
、「
会
場

が
広
く
な
り
、
よ
り
過
ご
し

や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
家
族
で
の
ん
び
り
過

ご
し
に
来
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
イ

ベ
ン
ト
は
午
前
11
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

と
の
意
義
は
大
き
い
と
思

う
。
自
然
と
触
れ
合
う
機
会

を
つ
く
り
、
よ
り
広
く
生
物

多
様
性
の
重
要
性
や
自
然
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
拠
点
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

生
物
多
様
性
の
保
全
へ

自
然
共
生
サ
イ
ト
で
学
び
と
体
験

萌木の村のナチュラルガーデンズで
野鳥の観察を行う参加者たち

能
登
へ「
き
ぼ
う
の
桜
」

宇
宙
神
代
桜
の
種
を
採
取

夏
に
大
輪
を
咲
か
せ
て

サ
ン
フ
ェ
ス
会
場
で
苗
植
え

や
う
や
う
市

お
す
す
め
店
ず
ら
り

八ヶ岳倶楽部の森で行われたモニタリング調査で、
スマホのアプリを使って植物を識別する参加者

https://www.soujyu.megaminomori.com/
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高
根
町
の
市
立
公
園
「
ほ

く
と
も
り
っ
こ
パ
ー
ク
」に
、

熱
中
症
対
策
の
日
傘
が
設
置

さ
れ
た
。
傘
の
布
は
、
市
内

の
児
童
た
ち
が
「
み
ん
な
が

楽
し
く
遊
べ
ま
す
よ
う
に
」

と
の
思
い
を
込
め
て
描
い
た

カ
ラ
フ
ル
な
絵
で
彩
ら
れ
て

い
る
。（
写
真
）

　

ほ
く
と
も
り
っ
こ
パ
ー
ク

は
、
北
杜
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
旧
た
か
ね
ふ
れ

あ
い
公
園
で
、
昨
年
11
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
大
型
の
複
合
遊
具
や
０

～
３
歳
児
専
用
の
遊
具
な
ど

を
備
え
、
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
て
い
る
。

　

今
回
設
置
し
た
日
傘
は
、

広
げ
た
際
の
直
径
が
約
１
３

０
㌢
と
大
き
な
日
陰
を
つ
く

る
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ラ
ソ
ル

で
、
公
園
内
の
東
屋
に
約
15

本
用
意
し
た
。
自
由
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
傘
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
市

内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

依
頼
し
、
各
施
設
で
１
本
ず

つ
担
当
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
色
と
り
ど
り
の
油
性
マ

ジ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
白
い
傘

地
に
、
太
陽
や
山
、
森
、
動

植
物
と
い
っ
た
自
然
を
は
じ

め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
食
べ

物
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
な
ど
を

描
い
た
。内
側
の
黒
地
に
は
、

花
火
や
宇
宙
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
絵
が
描
か
れ
、
個
性
あ

ふ
れ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て

い
る
。

　

市
の
担
当
者
は
、「
夏
に

向
け
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
遊

ん
で
ほ
し
い
。
冷
水
、
温
水

が
で
る
給
水
ス
ポ
ッ
ト
も
設

置
し
て
あ
る
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

折
り
畳
み
ピ
ア
ノ
を
背

負
っ
て
世
界
各
地
を
旅
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
谷
口
は
る
か

さ
ん
（
24
）
が
、５
月
24
日
、

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
「
バ
ッ

ハ
、
ド
イ
ツ
へ
の
音
の
旅
」

を
高
根
町
の
千
の
森
Ｒ
ｕ
ｈ

ｅ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
バ
ッ

ハ
の
ピ
ア
ノ
曲
を
披
露
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
旅
の
話

や
各
国
の
文
化
、
風
景
を
紹

介
し
た
。

　

谷
口
さ
ん
は
三
重
県
出
身

で
、
６
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始

め
た
。
高
校
時
代
は
合
唱
に

打
ち
込
み
、
大
学
は
国
際
教

養
学
部
に
進
学
。
ピ
ア
ノ
は

独
学
で
続
け
、
大
学
在
学
中

に
「
第
12
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」
で
金

賞
を
受
賞
し
た
。卒
業
後
は
、

北
杜
市
内
の
体
験
型
リ
ゾ
ー

ト
施
設
に
就
職
し
、
音
楽
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
な

か
、
自
身
の
演
奏
で
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
に
な
る
姿
を
見

て
ピ
ア
ノ
へ
の
思
い
が
募
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。

　

２
０
２
５
年
３
月
、
折
り

畳
み
ピ
ア
ノ
を
持
っ
て
半
年

間
世
界
を
旅
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
や
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
を
巡
り
、
音
楽
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
と
交

流
。
自
然
と
と
も
に
生
き
る

現
地
の
人
々
の
姿
か
ら
豊
か

さ
の
意
味
を
知
り
、
身
近
な

も
の
に
目
を
向
け
る
大
切
さ

を
実
感
し
た
。

　

大
学
在
学
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
旅
も
含
め
る
と
、
19
カ

国
を
訪
れ
た
谷
口
さ
ん
は
、

音
楽
を
通
し
て
世
界
の
歴
史

や
文
化
、
生
き
方
を
伝
え
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い

と
、
帰
国
後
は
白
州
町
に
拠

点
を
移
し
て
活
動
を
開
始
。

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ダ

ン
本
多
さ
ん
と
と
も
に
今
年

の
４
月
か
ら
山
梨
県
や
長
野

県
、
東
京
都
な
ど
で
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
い
る
。

24
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

バ
ッ
ハ
の
人
生
を
演
奏
と
と

も
に
振
り
返
る
内
容
で
、
作

曲
当
時
の
バ
ッ
ハ
や
そ
の
時

代
背
景
、
文
化
を
伝
え
な
が

　

剣
道
に
励
む
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
か
け
は
し
（
藤
原
選
代

表
）
が
５
月
17
日
、
北
杜
市

大
泉
体
育
館
を
会
場
に
し
て

「
第
２
回
か
け
は
し
杯
」
を

開
催
し
た
。
小
中
学
生
な
ど

の
約
80
人
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

た
。（
写
真
）

　

同
法
人
は
昨
年
か
ら
、
世

界
剣
道
選
手
権
大
会
で
の
優

勝
経
験
を
持
つ
安
藤
翔
さ
ん

を
迎
え
た
剣
道
稽
古
会
を
開

催
し
て
お
り
、
こ
の
稽
古
会

で
培
っ
た
技
術
を
試
し
、
さ

ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る
機

会
を
つ
く
ろ
う
と
か
け
は
し

杯
を
企
画
し
た
。

◇
主
な
大
会
結
果

▼
基
本
錬
成
の
部
①
井
上
未
悠

②
望
月
稜
央
③
山
本
智
貴

▼
低
学
年
の
部
（
小
学
１
～
４

年
生
）
①
広
瀬
比
菜
②
根
本
一

叶
③
里
吉
璃
乃
亜

▼
高
学
年
の
部
（
小
学
５
、６

年
生
）
①
加
藤
志
道
②
鈴
木
歩

稜
③
進
藤
悠
眞

▼
中
学
生
の
部
（
４
級
以
下
）

①
広
田
大
心
②
根
岸
暉
人
③
内

田
清
志
郎

▼
中
学
生
の
部
（
女
子
３
級
以

上
）
①
福
田
こ
ゆ
き
②
佐
々
木

稟
花
③
広
瀬
か
り
ん

▼
中
学
生
の
部
（
男
子
３
級
以

上
）
①
星
野
考
陽
②
守
屋
源
太

郎
③
浅
川
岳
大

▼
東
西
対
決
①
西
軍

ら
「
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜

び
よ
」や
青
年
時
代
の「
ト
ッ

カ
ー
タ
ホ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
９

１
４
」、
晩
年
の
「
イ
タ
リ

ア
協
奏
曲　

第
１
楽
章
」
な

ど
約
10
曲
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
演
奏
に
合
わ
せ
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
世
界
各
地
で

撮
影
し
た
自
然
風
景
を
投
影

し
た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で
現
地

の
人
と
民
族
楽
器
と
ピ
ア
ノ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
動

画
を
流
す
な
ど
、
音
楽
と
旅

の
魅
力
を
伝
え
た
。

　

谷
口
さ
ん
は
、「
北
杜
市

は
豊
か
な
自
然
環
境
と
文
化

の
香
り
が
す
る
。
自
分
の
経

験
を
生
か
し
た
演
奏
で
、
多

様
な
物
語
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ
」

と
呼
ば
れ
る
希
少
な
高
山
植

物
「
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
」
が
、

高
根
町
の
清
泉
寮
近
く
の
森

で
見
頃
を
迎
え
て
い
る
。
鮮

や
か
な
青
色
の
花
が
訪
れ
た

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
。公
開
は
６
月
14
日
ま
で
。

　

こ
の
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
は
、

標
高
３
０
０
０
～
４
０
０
０

㍍
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
や
中
国

南
西
部
な
ど
の
冷
涼
な
高
山

地
帯
に
自
生
す
る
ケ
シ
科
の

植
物
で
、特
に
暑
さ
に
弱
く
、

栽
培
が
難
し
い
た
め
、「
幻

の
花
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

清
泉
寮
で
は
、
２
０
０
９

年
に
初
め
て
開
花
に
成
功

し
、
生
育
環
境
の
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
19
年
に
標
高
１
４

０
０
㍍
ほ
ど
の
場
所
に
ガ
ー

デ
ン
を
新
設
。
小
川
や
池
を

整
備
し
て
涼
し
い
環
境
を
整

え
、
４
年
前
か
ら
は
播
種
で

の
栽
培
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
２
週

間
早
い
５
月
15
日
に
開
花
し

た
。
３
月
下
旬
か
ら
安
定
し

て
暖
か
い
日
が
続
い
た
こ
と

や
、
最
低
気
温
が
あ
ま
り
下

が
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

花
壇
で
は
、
約
３
０
０
株

を
栽
培
し
て
お
り
、
大
き
い

も
の
で
草
丈
は
１
㍍
以
上
、

花
の
大
き
さ
は
直
径
15
㌢
ほ

ど
。
咲
い
た
花
は
３
～
５
日

で
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

担
当
者
は
、「
自
然
の
中

に
咲
い
て
い
る
メ
コ
ノ
プ
シ

ス
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。一
般
公
開
は
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
最

終
入
場
は
午
後
２
時
40
分
）

ま
で
。
予
約
不
要
で
、
育
成

協
力
金
と
し
て
５
０
０
円

（
小
学
生
以
上
）。
詳
し
く
は

☎
48
・
２
６
２
６
ま
で
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

正
社
員
の
求
人
募
集
や
新

装
開
店
、
売
り
出
し
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
広
告
な
ど
、

八
ヶ
岳
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と

韮
　崎
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

詳しくは☎45-7789

広告掲載のご相談は
八ヶ岳ジャーナルまで

旅
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

高
根
で
バ
ッ
ハ
の
名
曲
を
披
露

スクリーンに世界の風景写真を投影しながら
バッハの曲を演奏する谷口さん

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ

高
根
町
清
里
で
見
頃
迎
え
る

清泉寮近くの森のなかで、鮮やかな青い花を
咲かせるメコノプシス

80
人
が
熱
戦

剣
道「
か
け
は
し
杯
」

もりっこパークに日傘設置
児童の絵で傘地に彩り

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScWtV5ajDZto-O-WnNv1b4Ai25FiVD2NgylN-o35wVnj10y4Q/viewform
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耳
を
傾
け
た
。

　

最
後
に
は
五
感
で
感
じ

る
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
自

社
農
園
の
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス

の
色
や
香
り
、
味
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
を
話
し
た
。

　

２
年
前
か
ら
10
回
ほ
ど
参

加
し
て
い
る
と
い
う
長
坂
町

在
住
の
平
田
栄
子
さ
ん
は
、

「
朝
ヨ
ガ
は
気
持
ち
が
良
く

体
が
整
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
ヨ
ガ
は
予
約
制

で
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

に
、
仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ
ス

発
散
の
た
め
、
ジ
ム
に
通

い
、
そ
こ
で
体
験
し
た
ヨ
ガ

に
心
地
よ
さ
を
感
じ
、「
決

断
す
る
時
に
、
頭
で
考
え
て

い
る
と
ど
ち
ら
に
も
メ
リ
ッ

ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、

決
め
か
ね
て
い
る
と
、
ヨ
ガ

の
後
に
結
論
が
出
し
や
す
く

な
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

現
在
は
、
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
Ｒ
Ｙ
Ｔ
２
０
０
や

複
数
の
資
格
を
持
ち
、
自
社

ブ
ド
ウ
園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
た
不
定
期
開
催
の
ヨ
ガ
教

室
を
開
い
て
い
る
。

　

５
月
24
日
に
は
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
ヨ
ガ

が
開
か
れ
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
で
呼
吸
を
整
え
、
ハ
タ
ヨ

ガ
に
続
い
て
、
ブ
ド
ウ
園
に

移
動
し
て
伸
び
を
し
な
が
ら

園
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策
。

　

ま
た
、
芝
生
の
上
で
丸
座

に
な
り
、
め
い
想
を
体
験
。

「
風
を
感
じ
ま
し
ょ
う
」
や

「
た
く
さ
ん
の
鳥
の
さ
え
ず

り
は
、
何
種
類
く
ら
い
感
じ

る
か
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
静
か
な
時
間
に

　

小
淵
沢
町
の
滞
在
型
ワ
イ

ナ
リ
ー
「
小
牧
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー

ド
」
の
自
社
醸
造
所
「
ド

メ
ー
ヌ　

ア
ン
シ
ャ
ン
テ
」

の
ワ
イ
ン
の
造
り
手
で
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
小
牧

舞
さ
ん
は
、
ブ
ド
ウ
農
園
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ヨ
ガ
教
室

を
不
定
期
で
開
い
て
い
る
。

　

小
牧
さ
ん
は
20
代
の
頃

ブドウ園を散策しながらリラックスする

ヴィンヤード HP

ブ
ド
ウ
園
で
ヨ
ガ
体
験

２
人
か
ら
、予
約
制
で
実
施

第 4回　八ヶ岳高原文学賞
あなたの作品を、amazonで出版します。
　株式会社ピー・エス・ワイ（代表：小泉徹）と株式会社協立コミュニケー
ションズ（代表：高野雅裕）は、「第 4 回八ヶ岳高原文学賞」の募集を
予定しております。大賞作品は POD（プリント・オン・デマンド）書
籍として、Amazon ほか、ネット書店（三省堂書店・honto.jp・楽天ブッ
クス）に登録します。
本賞は、南アルプスユネスコエコパークと甲武信ユネスコエコパーク、
八ヶ岳中信高原国定公園という山岳景観に恵まれたこの地域での生活や
文化、信仰など、自然と密着した地域の文化情報を発信するとともに、
八ヶ岳高原の文化発展の一助とするために制定しました。

1．未発表作品に限る。
2．作品テーマ　南アルプスユネスコエコパークと甲武信ユネスコエコパーク、八ヶ岳中
　　信高原国定公園にゆかりのある作品。
3.　選考基準（参考として）読みやすく、分かりやすい文章である。歴史や自然保護、環
　　境などに対する新たな観点がある。また独創的な視点や表現力があり、既存の文学や

テーマにとらわれず、新しい洞察が見られる作品が望ましい。
4．募集部門　　日本文学、小説 (純文学・大衆文学など )、物語

※日本図書コードC0093に準拠する。
5．応募資格　　住所・年齢問わず
6．応募枚数　　400字詰め（20字 ×20字）原稿用紙、30枚から 90枚以内。
　　原稿は、縦書きを使用してください。（入稿はできるだけword で）
※手書き原稿の場合は、原稿用紙縦書。鉛筆書きは不可。パソコン・ワープロ原稿の場合は、
横長A4サイズの用紙で、文字サイズを 13 ポイントに設定のうえ作成してください。
7．選考委員　第４回八ヶ岳高原文学賞実行委員会内に設置します。
8．第４回八ヶ岳高原文学賞・大賞 1作品（賞状及び PODで出版します）
　　八ヶ岳高原文学賞の詳細につきまして右のQRコード➡
　　または、不明な点は直接お問い合わせください。
　　TEL0551-45-7789 担当：藤崎

募集期間 2026年9月1日㈫～10月31日㈯（当日消印有効）まで。

共　催　株式会社ピー・エス・ワイ／株式会社協立コミュニケーションズ
事務局　北杜市須玉町若神子3931　電話0551-45-7789（八ヶ岳ジャーナル内）
後　援　北杜市、韮崎市、北杜市教育委員会、韮崎市教育委員会、（一社）北杜市観光
　　　　協会、韮崎市観光協会、（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメント（予定）

募集要項予告

　

５
月
９
日
か
ら
17
日
に
行

わ
れ
た
「
第
76
回
山
梨
県
市

町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会
」

で
初
優
勝
に
輝
い
た
北
杜
市

Ａ
の
選
手
た
ち
が
22
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
大
柴
邦
彦
市

長
に
喜
び
を
報
告
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
山
梨
日
日

新
聞
社
、
山
梨
放
送
、
山
梨

県
野
球
連
盟
が
主
催
す
る
も

の
で
、
今
年
は
各
市
町
村
か

ら
32
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

北
杜
市
Ａ
は
、
鳴
沢
村
に
不

戦
勝
、
甲
州
市
に
10
対
３
、

山
梨
市
Ａ
に
３
対
１
、
南
ア

ル
プ
ス
市
Ｂ
に
３
対
０
と
、

４
回
戦
を
勝
ち
抜
い
て
勢
い

を
付
け
、
17
日
に
甲
府
市
の

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
球
場
で
行
わ
れ

た
決
勝
戦
で
甲
斐
市
Ａ
に
３

対
０
で
勝
ち
、
優
勝
し
た
。

　

北
杜
市
Ａ
に
は
、
市
内
で

働
く
会
社
員
や
市
職
員
な

ど
、
20
代
～
30
代
の
20
人
が

所
属
し
て
お
り
、
昨
年
大
会

は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
、
今

回
、
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
っ

た
。　22

日
の
表
敬
訪
問
に
は
、

木
次
博
志
監
督
や
選
手
ら
６

人
が
出
席
し
、
大
会
の
結
果

を
報
告
し
た
。大
柴
市
長
は
、

「
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
だ
っ
た
。
み
な
さ

ん
の
活
躍
に
市
民
も
元
気
を

も
ら
っ
た
と
思
う
」
と
語
っ

た
。

　

ま
た
、
木
次
監
督
は
、「
選

手
た
ち
は
野
球
の
知
識
や
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
プ
レ
ー

以
外
の
振
る
舞
い
や
対
応
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
」と
い
い
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、

打
力
も
守
備
も
よ
か
っ
た
。

来
年
も
北
杜
市
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

語
っ
た
。

　
「
も
っ
と
沢
山
の
人
達
に

生
の
音
楽
に
触
れ
て
も
ら

い
、
音
楽
の
力
を
通
じ
て
地

域
を
活
性
化
し
た
い
」
と
７

月
19
日
に
「
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

タ
北
杜
２
０
２
６
」
が
高
根

町
の
道
の
駅
南
き
よ
さ
と
で

予
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

運
営
資
金
を
集
め
よ
う
と
目

標
金
額
50
万
円
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ

は
、
八
ヶ
岳
北
杜
ジ
ャ
ズ
協

会
が
昨
年
、
第
１
回
を
開
催

し
た
も
の
で
、
資
金
不
足
の

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
反
省
か
ら
、「
多

く
の
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
や
地
域

課
題
を
共
有
で
き
る
仲
間
の

理
解
を
得
よ
う
」
と
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金

を
募
っ
て
実
施
す
る
計
画
を

進
め
て
い
る
。

　

八
ヶ
岳
北
杜
ジ
ャ
ズ
協
会

の
総
括
で
ベ
ー
シ
ス
ト
の
小

尾
こ
う
た
さ
ん
は
、「
昔
は
、

ど
こ
か
に
行
か
な
い
と
で
き

な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
近
年

に
な
る
と
田
舎
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。『
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
が
田
舎
で
も
で
き
る

ん
だ
ぞ
』
っ
て
い
う
の
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
は
、
道

の
駅
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
チ
ケ
ッ
ト
は
発

行
せ
ず
、
会
場
で
寄
付
を
募

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
資

金
不
足
は
否
め
な
い
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
幅
広
く
支
援
者
を
募
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
支
援
金
は
２
０
０
０
円

〜
１
万
８
０
０
０
円
で
、
返

礼
は「
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

や「
記
念
ス
テ
ッ
カ
ー
」、「
記

念
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

５
月
28
日
現
在
２
万
円
の

支
援
で
、
７
月
上
旬
ま
で
募

集
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
８
０
‐
９
０
４
８
‐
２
１

３
４
（
小
尾
）
ま
で
。
Ｃ
Ｆ

は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

で
行
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
へ
。

　

俳
優
の
金
田
賢
一
さ
ん
と

音
楽
家
の
丸
尾
め
ぐ
み
さ
ん

に
よ
る
「
朗
読
三
昧
」
が
、

５
月
24
日
、
高
根
町
の
清
里

の
森
・
森
の
音
楽
堂
で
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

朗
読
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽

で
約
10
作
品
を
披

露
し
、
観
客
を
物

語
の
世
界
に
誘
っ

た
。（
写
真
）

　

金
田
さ
ん
は
、

「
語
り
継
い
で
い

き
た
い
話
、
聞
い

て
ほ
し
い
音
楽
を

紡
い
で
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
心
に
浮

か
ぶ
風
景
を
十
二

分
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
語
り
、

観
客
は
静
か
に
耳

を
傾
け
た
。

道
の
駅
で
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
計
画

Ｃ
Ｆ
で
運
営
資
金
募
る

北
杜
市
Ａ
が〝
初
優
勝
〟

市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

軟式野球大会で優勝した「北杜市Ａ」のメンバーが
市役所を訪れ、大柴市長に喜びを報告した

朗
読
と
音
楽

心
に
浮
か
ぶ
情
景

https://komaki-vineyard.com/seminar/
https://camp-fire.jp/projects/939108/view
https://www.webtoday.jp/bungaku/
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パイの家 エム・ワン
代表取締役社長　三井 龍生

〒409-1502 北杜市大泉町谷戸5883

☎0551-38-4181
https://www.pai-m1.com

ヨ イ パ イ

アップルパイ

長坂町長坂上条 2582-1
tel.0551-32-2202

うゑ松さくら寿し食
房

◆持ち帰り・出前・法事弁当◆
ご予算に合わせて予約承ります

　
柳
田 

青
蘭 

主
宰

　
　
　
学
書
院
八
ヶ
岳
書
道
教
室

　
　
　
泰
雲
書
道
美
術
館
研
修
室
　
電
話 

三
二
・
六
二
七
七

初心者から師範資格取得まで自
由に、楽しく学べる教室です。

・火曜クラス（月3回）１時〜４時
・木曜クラス（月3回）１時〜７時
・土曜クラス（月2回・学生）１時〜４時
・通 信 部

Challenge calligraphy!
Why don’t you learn  
        Japanese culture?
Come and join us.
Lesson/ Saturday 
            (twice a month)
For details please E-mail us.
E-mail: taiun@io.ocn.ne.jp

自社
だけで…

…出来る会社です。

プロパンガス販売
ガス・石油器具販売
ガス配管工事
ガス配送、安全点検

八ヶ岳地域に
安全と暖かさをお届けする。

Liquefied Petroleum Gas

の専門店・・・

プ ロ パ ン ガ ス の
（有）岩下商事

中央線　長坂駅正面
☎0551（32）2527

八
ヶ
岳
・
泰
雲
書
道
美
術
館

北
杜
市
長
坂
町
小
荒
間
一
九
一
九　
電
話
三
二・六
二
七
七

甲
斐
小
泉
駅
下
車
・
八
ヶ
岳
側　
十
時
〜
十
六
時
ま
で
開
館

毎
週
金
曜
日
〜
日
曜
日
開
館　
開
館
日
以
外
は
予
約
制

江
戸
末
期
の
儒
学
書
家
柳
田
正
斎
、書
家
泰
麓
、泰
雲
と

続
く
書
法
一
家
の
三
代
目
。泰
雲
の
作
品
を
中
心
に
展
示

を
し
て
居
り
ま
す
。

入
館
料
一
般
　
千
二
百
円
・
高
校
生
以
下
　
六
百
円

開
館
期
間
　
四
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
http://www.gakusho.co.jp

　

知
事
た
ち
が
将
来
世
代
の

希
望
が
か
な
う
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
意
見
交
換
す

る
「
日
本
創
生
の
た
め
の
将

来
世
代
応
援
知
事
同
盟
」
サ

ミ
ッ
ト
が
、
５
月
20
日
、
小

淵
沢
町
の
ア
ル
ソ

ア
女
神
の
森
で
開

か
れ
た
。
長
崎
幸

太
郎
知
事
な
ど
17

府
県
の
知
事
、
副

知
事
が
参
加
し
、

人
口
減
少
が
進
む

な
か
、
地
域
経
済

の
創
出
や
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
価

値
観
の
転
換
を

語
っ
た
。

　

こ
の
知
事
同
盟

は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

ろ
う
と
２
０
１
５
年
に
発
足

し
た
も
の
で
、
山
梨
な
ど
24

道
府
県
の
知
事
が
加
盟
し
、

毎
年
１
回
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
。
山
梨
県
で
の
開
催
は
初

め
て
と
い
う
。

　

同
日
は
、「
将
来
世
代
が

活
躍
す
る
地
域
経
済
の
創

出
」
と
「
誰
も
が
暮
ら
し
た

い
と
思
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
～

縮
小
か
ら
賢
く
選
ぶ
価
値
観

の
提
案
～
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
国
際
的

な
産
業
拠
点
の
形
成
と
地
域

づ
く
り
や
脱
炭
素
化
の
推

進
、「
働
い
て
も
ら
い
方
改

革
」
に
よ
る
地
方
の
成
長
戦

略
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。（
写
真
）

　

最
後
に
、
将
来
世
代
が
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
社

会
の
構
築
に
向
け
、
賃
金
水

準
や
生
産
性
、
労
働
参
加

率
の
向
上
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
と
い
っ
た

改
革
や
国
へ
の
支
援
を
求
め

る
「
や
ま
な
し
声
明
」
を
宣

言
し
た
。

　

長
崎
知
事
は
、「
都
市
と

地
方
が
奪
い
合
う
関
係
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
強
み
を
生

か
し
な
が
ら
補
い
合
う
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

方
向
性
を
打
ち
出
せ
た
こ
と

は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

思
う
」
と
語
っ
た
。

　

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
１
年
経
っ
て
、
会
社
の

人
や
実
行
委
員
の
人
た
ち
、

お
客
さ
ん
た
ち
も
、『
ど
う

も
ど
う
も
』
っ
て
い
う
雰
囲

気
は
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に

広
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
話
す
音

楽
総
監
督
で
ド
ラ
マ
ー
の
平

井
景
さ
ん
が
率
い
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
in
北
杜
」
が
、

５
月
23
日
、
長
坂
町
の
山
梨

住
宅
工
業
株
式
会
社
で
催
さ

れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
楽

の
旅
を
満
喫
し
た
。（
写
真
）

　

夕
暮
れ
時
の
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
山
梨
住
宅
工
業

創
業
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
２
０
２
０
年
に
始
ま
っ

た
も
の
で
、
第
３
回
目
か
ら

は
「
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
音
楽
祭
」
を
目
指
し
て
同

実
行
委
員
会
を
発
足
。
同
社

北
原
正
倫
社
長
が
委
員
長
を

務
め
、
北
杜
市
芸
術
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
も
活
用
し

て
い
る
。

　

今
回
は
ボ
ー
カ
ル
や
サ
ッ

ク
ス
、
ベ
ー
ス
、
ス
テ
ィ
ー

ル
パ
ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど

７
人
編
成
で
出
演
。「
展
覧

会
と
少
年
」で
幕
が
上
が
り
、

「
平
成
音
絵
巻
」、「
ス
コ
ー

ル
」、「
天
の
音
」、「
風
雲
」

な
ど
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽

に
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
酔

い
し
れ
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
紹
介

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

存
在
や
活
動
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

北
杜
市
須
玉
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
（
矢
崎
元

子
会
長
）
は
５
月
12
日
、
須

玉
町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
総
合

支
所
の
３
カ
所
で
広
報
活
動

を
行
っ
た
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
同
協
議
会
に
所

属
す
る
15
人
が
参
加
し
、
チ

ラ
シ
や
啓
発
物
品
を
配
り
な

が
ら
、
生
活
の
不
安
や
介

護
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

乗
っ
て
解
決
に
必
要
な
行
政

や
専
門
機
関
へ
つ
な
げ
る
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　

花
苗
を
寄
贈
　

　

小
淵
沢
町
に
研
究
・
生
産

拠
点
を
構
え
る
総
合
種
苗

メ
ー
カ
ー
の
ミ
ヨ
シ
グ
ル
ー

プ
が
５
月
11
日
、
北
杜
市
に

花
苗
を
３
０
０
０
ポ
ッ
ト
寄

贈
し
た
。
市
内
の
保
育
園
や

小
中
学
校
、
総
合
支
所
な
ど

46
施
設
に
植
え
ら
れ
、
地
域

を
明
る
く
彩
っ
て
い
る
。　

　

寄
贈
は
今
年
で
27
年
目
。

同
社
が
開
発
し
た
ペ
チ
ュ
ニ

ア
で
、
夏
の
暑
さ
に
強
く
育

て
や
す
い
と
い
う
。
花
は
秋

ま
で
楽
し
め
る
。

　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
、
ミ
ヨ
シ
グ
ル
ー
プ
の

三
好
正
一
社
長
が
大
柴
邦
彦

市
長
に
４
色
の
花
苗
を
手
渡

し
、「
花
を
育
て
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

を
つ
く
る
一
歩
に
な
る
と
う

れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

福
祉
、
環
境
、
平
和
、
教

育
、
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
す
る
団
体
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
交
流
す

る
「
ご
っ
ち
ゃ
ま
つ
り
」
が
、

５
月
16
日
、
白
州
町
の
あ
お

ぞ
ら
共
和
国
で
開
か
れ
た
。

市
内
外
の
約
50
団
体
が
飲

食
や
手
づ
く
り
品
の
販
売
、

ゲ
ー
ム
や
工
作
と
い
っ
た
体

験
な
ど
で
出
店
し
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

こ
の
ご
っ
ち
ゃ
ま
つ
り

は
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む

団
体
が
垣
根
を
越
え
て
交
流

し
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
そ
う
と
初
め
て
企
画
さ
れ

た
。
長
坂
町
で
不
登
校
児
童

の
居
場
所
支
援
な
ど
に
取
り

組
む
下
村
満
月
さ
ん
を
中
心

に
、
今
年
３
月
に
実
行
委
員

会
を
発
足
し
て
準
備
を
進
め

て
き
た
。

　

当
日
は
、
高
齢
者
の
外
出

支
援
や
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
権
、
経
済

問
題
の
改
善
、
野
生
動
物
と

車
の
衝
突
事
故
「
ロ
ー
ド
キ

ル
」
の
防
止
、
核
兵
器
の
廃

絶
、
環
境
保
全
の
ほ
か
、
移

住
者
の
地
域
交
流
や
人
形
劇

を
通
じ
た
命
の
教
育
、
余
暇

活
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
な
ど
に
取
り
組
む
団
体

が
参
加
。（
写
真
）

　
「
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
多

く
の
団
体
が
集
い
、
地
域
や

年
齢
を
超
え
た
交
流
、
多
様

な
生
き
方
や
視
点
の
共
有
が

図
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
分
野
は
違
え
ど
み
ん
な
伝

え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
伝

え
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
し
て
い
る
。

学
び
に
な
る
」
と

い
っ
た
声
も
聞
か

れ
た
。

　

実
行
委
員
長
の

下
村
さ
ん
は
、「
子

ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
人

が
来
て
く
れ
て
よ

か
っ
た
。
会
場
に

　

地
元
の
事
業
者
や
各
種
団

体
、行
政
な
ど
で
つ
く
る「
北

杜
市
小
淵
沢
エ
リ
ア
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」
の
今
年

度
第
１
回
会
合
が
、
５
月
15

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
開
か

れ
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
事
業
内
容
や
進
捗
状
況

を
報
告
し
た
。（
写
真
）

　

小
淵
沢
エ
リ
ア
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
昨
年
３
月
に
山

梨
県
が
策
定
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
、
小
淵
沢
エ
リ

ア
の
高
品
質
化
・
高
付
加
価

値
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
地

域
振
興
を
目
指
す
も
の
。「
品

格
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る『
馬
』

の
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
て
い
る
。

　

会
合
に
は
約
20
人
の
委
員

が
出
席
し
、
大
柴
邦
彦
市
長

は
、「
小
淵
沢
エ
リ
ア
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
事
業
計

画
が
、
今
年
４

月
に
国
の
補
助

金
の
内
示
を
い

た
だ
い
た
。
い

よ
い
よ
具
体
的

な
事
業
を
進
め

て
い
く
。
小
淵

沢
が
世
界
に
誇

れ
る
魅
力
あ
る

エ
リ
ア
に
な
る

よ
う
努
め
て
い

き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

事
業
の
進
捗

に
つ
い
て
は
、

小
淵
沢
エ
リ
ア
を
紹
介
す
る

コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
の
制
作

や
馬
と
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
の
小
淵
沢
ル
ー
ル

の
作
成
の
ほ
か
、
良
好
な
景

観
形
成
の
た
め
、
エ
リ
ア
内

の
屋
外
広
告
物
の
調
査
を

行
っ
て
公
的
規
制
に
よ
る
制

度
の
検
討
を
進
め
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
採
択

の
内
示
を
受
け
た
国
の
地
域

未
来
交
付
金
に
つ
い
て
説

明
。「
八
ヶ
岳
南
麓
・
馬
の

ま
ち
小
淵
沢
ブ
ラ
ン
ド
創

出
・
拠
点
整
備
事
業
」
と
し

て
、
拠
点
と
な
る
ス
パ
テ
ィ

オ
小
淵
沢
と
道
の
駅
こ
ぶ
ち

さ
わ
を
改
修
し
、
周
辺
道
路

の
無
電
柱
化
や
歩
道
の
拡
張

工
事
な
ど
を
進
め
る
計
画

で
、
委
員
か
ら
事
業
の
提
案

も
あ
っ
た
。

は
、
多
様
な
人
を
受
け
入
れ

る
雰
囲
気
が
自
然
に
生
ま
れ

て
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

小淵沢ビジョン推進会議

看板規制や無電柱化へ
知
事
サ
ミ
ッ
ト
開
催

ま
ち
づ
く
り
の
価
値
観
転
換
へ

ご
っ
ち
ゃ
ま
つ
り
盛
況

団
体
が
垣
根
を
越
え
て
交
流

短短  

信信

http://www.gakusho.co.jp/
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歓迎します。

　

春
に
な
る
と
子
育
て
の
た

め
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
数

１
０
０
０
㌔
も
の
長
距
離
を

渡
っ
て
く
る
夏
鳥
。
大
切
な

子
育
て
を
す
る
ツ
バ
メ
の
巣

が
人
の
出
入
り
の
多
い
軒
下

や
駅
の
ホ
ー
ム
・
商
店
な
ど

に
多
い
の
は
な
ぜ
？
カ
ラ
ス

や
ヘ
ビ
な
ど
の
天
敵
か
ら
雛

を
守
る
た
め
だ

と
知
っ
た
。

　

近
く
の
田
ん

ぼ
に
水
が
入

り
始
め
た
あ
る

日
、
数
羽
の
ツ

バ
メ
が
集
ま

り
、
巣
材
を
運

ぶ
光
景
に
初
め

て
出
会
っ
た
。

す
き
藁
や
こ
ね

た
土
を
喰
え
て

は
飛
ん
で
行
き

戻
っ
て
は
ま
た
、
飛
ん
で
い

く
。

　

子
育
て
期
間
は
約
１
カ
月

半
。５
～
６
個
の
卵
を
産
み
、

子
育
て
が
始
ま
る
。
親
鳥
は

１
時
間
に
約
40
回
も
餌
を
運

び
、
雛
１
羽
あ
た
り
１
日
約

１
０
０
匹
の
虫
を
運
ぶ
事
に

な
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

天
敵
に
も
会
わ
ず
無
事
に

育
っ
た
ツ
バ
メ
は
秋
に
な
る

と
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
海
を
渡

る
。

（
文
・
写
真　

岸
田
は
る
み
）

ツ 

バ 

メ

　

環
境
省
の
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
の
開
花
時

期
に
合
わ
せ
、
北
杜
市
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
グ
リ
ー
ン
北
杜
）
は
５
月

24
日
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

の
群
生
地
と
な
っ
て
い
る
長

坂
町
の
空
き
地
で
駆
除
活
動

を
行
っ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

は
、
コ
ス
モ
ス
に
似
た
鮮
や

か
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る

植
物
で
、
強
い
繁
殖
力
で
地

域
固
有
の
生
態
系
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

同
日
は
、
グ
リ
ー
ン
北
杜

の
メ
ン
バ
ー
や
地
域
住
民
な

ど
約
20
人
が
参
加
。
一
面
に

広
が
っ
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
を
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
根
元

か
ら
引
き
抜
き
、
種
子
が
落

ち
な
い
よ
う
に
袋
に
密
封
し

て
ご
み
袋
50
個
分
の
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
を
駆
除
し
た
。

外
来
種
を
駆
除

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク


